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神奈川から発信 ＼ 男性の家事育児が、当たり前となる社会へ ／ 



事業ビジョン・コンセプト  

●子育て応援ブランド「papakoso（パパコソ）」 

“パパの子育てから、家族に笑顔を”男性の家事育児が当たり前となる社会を目指し、パパ専用の

子育てグッズや家族に笑顔が広がるアイテム・サービスを企画・開発・販売をします。 

■papakso（パパコソ）から「家族の時間プロジェクト」へ 

最小単位の社会である「家族」から笑顔を増やし、家族から地域へ、その輪を社会へと広げていく

ために、企業・団体・個人とのパートナーシップから、新サービスや商品を開発・提供するととも

に、働き甲斐と経済成長の同時実現を目指します。 

事業概要  

① 製品・商品・サービスの概要 

「パパの子育て」を入り口に、夫婦のパートナーシップ、家族の笑顔につながるサービスを展開 

パパ＆ママ 140 人と考えた理想のパパバッグ 

パパが乳幼児と自信を持って外出できるよう開発。哺乳瓶などの容器やおむつなどを重ねずに収納

でき、抱っこの補助としても使える強度を備えていることが特長。 

平成 29年度横浜市 SBIR認定、2018年キッズデザイン賞 子どもを産み育てやすいデザイン部門 

パパ専用簡易抱っこ紐「papa-dakko（パパダッコ）」 

畳めば手のひらサイズ、コンパクトでさっとかぶるだけで使える。 

男性用のサイズ展開と、男性向けアンケートにより男性好みの色・デザインを採用。 

2019年キッズデザイン賞 奨励賞 キッズデザイン協議会会長賞受賞 

その他商品、サービス等 

家族が川の字で寝る「繋がるふとん」や、パパ＆グランパ専用おんぶ紐、また家族が楽しくお出かけ

でき、子育て情報も交換できるイベントなど、様々な新商品やサービスを企画。 

② 対象顧客（2018年国内ベビー用品・関連サービス市場：4兆 2,515 億円） 

子どもがいる世帯、これから結婚・出産を考えている人々、出産祝いやプレゼントを考えている人々 

共働き世帯が増え、少子化が進む一方で子育て負担軽減ニーズなどがあり、市場規模は伸びている。 

③ 特長（新規性・独創性、市場性・将来性、実現可能性、社会・経済への貢献性） 

イクメンという言葉は広まったが、実際は男性の家事育児はまだ当たり前となっておらず、例えば

男性が使うことを前提に作られた子育てグッズは市場にほぼ無い。その為、既存のサービスや、他

業界との連携も可能となり、新しいマーケットを開拓することもできる。また、「女性の活躍応援」

と「男性の家事育児推進」は表裏一体である。男性の子育てを応援し、当たり前化することは、家族

の笑顔はもちろん、働き方改革、ジェンダー格差解消など社会課題の解決にもつながる。 

今後の課題と対策  

【課題】事業拡大に向けてマンパワーの不足、発信力の不足 

【対策】神奈川県の進める「男性×家事育児・オープンイノベーション・コンソーシアム」や「クラ

ウドファンディングサイト」をプラットフォームとし、連携パートナーを開拓、新しいプロジェク

トがスタートしている。大手参入は市場活性化の為には必要な要素であり、弊社が持つ子育てネッ

トワークを活用した事業協力も可能。当社はブレない理念のもとブランディング戦略を進める。 
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